
 
 
 
 

平成２３年 ５月２６日（木） 
国土交通省関東地方整備局 
鹿島港湾・空港整備事務所 
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      平成２３年度の鹿島港湾・空港整備事務所の事業概要は以下のとおりです。 
 
 
 国内有数の鹿島臨海工業地帯における原材料及び製品の海上輸送基地として重要な役割を担っている鹿島
港では、産業競争力を強化するため、大水深岸壁をはじめ防波堤の整備を進めています。 
最新鋭の海上コンテナターミナルを有する茨城港常陸那珂港区では、北関東地域と海外・国内の生産・消費
地を結ぶ新たな国際物流の拠点として、国際コンテナや RORO対応のターミナル及び防波堤の整備を実施し
ます。 
 
 
※4月 1日の閣議において財務大臣から公共事業・施設費について５％を一つの目処として、執行をいったん
留保するとの方針が示されたことから、全体として原則５％程度の予算執行が留保されることとなります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

発表記者クラブ 

竹芝記者クラブ 
茨城県政記者クラブ 

 横浜海事記者クラブ 
 神奈川建設記者会 

問い合わせ先 

国土交通省関東地方整備局鹿島港湾・空港整備事務所 

副所長 阿部
あ べ

 二郎
じ ろ う

 

TEL ０２９９（８４）７７１２ 
FAX ０２９９（８４）００５７ 

平成２３年度 鹿島港湾・空港整備事務所の事業概要について 



鹿島港外港地区国際物流ターミナル整備事業

（茨城県)

か し ま こ う がいこ う ち く こく さい ぶつりゅう せ いび じ ぎ ょ う

Ｈ２３年度事業費： ２８．５億円

鹿島港は石油化学コンビナート企業群、製鉄関連企業群などを擁する鹿島臨海工業地帯の原材料及び

製品の海上輸送基地として発展しており、平成１９年には木材関連工場の新たな進出もなされ貨物需要

の増大及び物流の効率化に対応するための公共岸壁の整備が急がれます。

鹿島港の玄関である外港地区においては、外貿貨物の増加と船舶の大型化に対応するために、新たな

事業の概要

防波堤（中央）及び（南）の延伸、岸壁エプロン舗装及び航路泊地の浚渫を実施します。

平成２３年度予定

鹿島港の玄関である外港地区においては、外貿貨物の増加と船舶の大型化に対応するために、新たな

国際物流ターミナルの整備を行います。

事業の効果

国際物流ターミナルの整備により、大型船舶の利用が可能となって物流効率化により地域産業の国際競

争力の向上が図られます。また、防波堤の延伸整備により港内静穏度の向上を図り、船舶の入出港の安全

と岸壁での荷役作業の効率性が確保されます。

【位置図】

鹿島港
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鹿島港平成２３年度

事 業 要概

■鹿島港の沿革

鹿島港取扱貨物量の推移

■鹿島港の概要

石油化学コンビナート企業群、製鉄関連企業

群、穀物飼料企業群などを擁する鹿島臨海工

業地帯において、鹿島港は立地企業の原材料

や製品の海外輸送基地として重要な役割を担っ

ています。

また、近年の企業の事業再編・効率化や物流

体系の見直しなどの流れから、東京へ１時間余

りで連絡可能な鹿島港は、これまで京浜一帯で

扱われていた一般公共貨物のシフト先としての

■鹿島港の沿革

１９６３（昭和３８）年 重要港湾に指定される

１９６５（昭和４０）年 中央航路堀込開始

１９６９（昭和４４）年 第１船入港

関税法に基づく開港となる

検疫法に基づく指定港になる

１９７８（昭和５３）年 南公共埠頭一部供用開始

１９９１（平成３）年 南公共埠頭完成

２００４（平成１６）年 北公共埠頭一部供用開始

（－１０ｍ岸壁、２バース目）

２００６（平成１８）年 北公共埠頭一部供用開始

（－１０ｍ岸壁、３バース目）

２００８（平成２０）年 内航フィーダー航路開設

横浜港でOOCLの

東南アジア航路に接続

２０１０（平成２２）年 重点港湾 指定される

■鹿島港の概要

■入港船舶隻数（平成２１年）

扱われていた 般公共貨物のシフト先としての

役割も期待されています。

平成１８年２月には北公共ふ頭にガントリーク

レーンを備えた多目的バースも供用開始され、

首都圏の物流を担う物流港湾として、今後増加

が予想される公共貨物や大型船舶に対応する

ため、公共ふ頭の整備が進められています。

■鹿島港の港湾空間の規模（平成１８年３月）

１９９３（平成５）年 鹿島港外港地区（―１４ｍ）岸壁

建設に着手

１９９４（平成６）年 北公共埠頭建設着手

１９９９（平成１１）年 北航路堀込み開始

２００２（平成１４）年 北公共埠頭一部供用開始

（－１０ｍ岸壁、１バース目）

２０１０（平成２２）年 重点港湾に指定される

国際バルク戦略港湾へ応募

２０１１（平成２３）年 外港定期コンテナ航路再就航

港湾区域 ５，２１２ha

臨港地区 ２，４９４ha

１３，２４９隻

平成２１年度鹿島港取扱貨物の品種

鋼材

砂利・砂

489,840トン

化学薬品

384,529トン
10.3%

鉄鋼

80,291トン
2.1%

その他

138,360トン
3.8%

輸 出

鉄鉱石

10,976,303トン
33.7%

うも

石油製品

1,107,817トン
3.4%

その他

5,446,523トン
16.7%

輸 入

開発前の海岸線
現在の 中央航路

鋼材

2,020,921トン
54.0%

その他石油製品

625,660トン
16.7%

489,840トン
13.1%

輸 出

3,739,601ﾄﾝ

石炭

6,720,315トン
20.6%

原油

5,507,982トン
16.9%

とうもろこし

2,830,856トン
8.7%

輸 入

32,589,796ﾄﾝ

昭和４０年 中央航路掘削開始 昭和４３年頃の 鹿島港中央航路開削の様子 現在の 鹿島港全景

■貨物別構成

輸出
移入

重油

1,969,150トン
30.8%

砂利・砂

244,688トン
3.8%

鋼材

202,972トン
3.2%

その他

1,137,398トン
17.8%

移 入

6 390 434ﾄﾝ

石油製品

4,113,440トン
32.4%

砂利・砂

1,016,385トン
8.0%

重油

860,122トン
6.8%

その他

1,922,716トン
15.0%

移 出

12,680,724ﾄﾝ
3,739,601トン

6.8%

輸入

32,589,796トン

58 8%

移出

12,680,724トン

22.9%

移入

６,３９０,４３４トン

11.5%

平成２１年

取扱貨物量

５５，４００，５５５ﾄﾝ

石灰石

1,737,264トン
27.2%

化学薬品

807,942トン
12.6%

コークス

291,020トン
4.6%

6,390,434ﾄﾝ

鋼材

2,828,877トン
22.3%

化学薬品

1,939,184トン
15.5%

12,680,724ﾄﾝ

58.8%

石油コンビナート穀物サイロ製鉄工場原油タンク

国土交通省 関東地方整備局 鹿島港湾・空港整備事務所

TEL：０２９９－８４－７７１１ FAX：０２９９－８２－１６７３

http://www.pa.ktr.mlit.go.jp/kashima/



●貨物船の大型化に対応し、臨海工業地帯の産業競争力を強化するため、外港地区において、岸壁（-14m）、航路・泊地(-14m)、泊地(-14m)等を
整備します。

●外港地区や港内の静穏度を向上させるため、中央防波堤・南防波堤の整備を促進します。平成２３年度の整備概要

平成２３年度事業概要

鹿島港

北公共ふ頭地区

南公共ふ頭地区

外港航路

北航路

南防波堤の整備

外港航路

南防波堤の整備

航路・泊地(-14m)の整備
北海浜地区

泊地(-14m)の整備中央防波堤の整備
外港地区

平成２３年度
直轄事業費

２８．５億円

岸壁(-14m)の整備



茨城港常陸那珂港区外港地区国際海上コンテナターミナル等整備事業

（茨城県)

いばら き こ う ひ た ち な か こ う く が いこ う ち く こ く さ いか いじ ょ う と う せ いびじ ぎ ょ う

Ｈ２３年度事業費： １．５億円

北関東地域（茨城県・群馬県・栃木県）は、近年、首都圏の製造業の拠点として工場立

地が進展（平成２２年１月～１２月の工場立地面積が２６２ｈａ、工場立地件数が１１７

件）し、今後企業の生産・消費活動の拡大に伴い、当地域を発着地とする国際・国内物流

需要の増大が見込まれています。

事業の概要

需要の増大が見込まれています。

このため、常陸那珂港区では、北関東自動車道を始めとする背後道路ネットワークとの

アクセスの良さを活かし北関東地域と海外・国内の生産・消費地を結ぶ新たな国際物流の

拠点として、また、企業の生産活動を展開する拠点として機能するため、国際コンテナや

RORO対応のターミナル等の整備を実施します。

防波堤（東）の工事を実施します。

平成２３年度予定

事業の効果

ターミナル等の整備により、背後工場より大型建設機械が自走して直接船積みが出来るこ

とから、物流コストの低減・ＣＯ２削減が期待されるほか、臨海部への企業立地が進み企業

投資の誘発や雇用の創出が図られ、地域経済の活性化が期待されます。

外港地区

中央ふ頭地区

防波堤(東)
岸壁(-14、-12、-10)

波除堤(中央)

【位置図】

茨城港
[常陸那珂港区]

撮影：平成２１年２月撮影：平成２１年２月

中央ふ頭地区

北ふ頭地区

道路
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常陸那珂港区平成２３年度

事 業 要概

■常陸那珂港区の概要 ■常陸那珂港区の沿革

茨城港
常陸那珂港区の定期航路

●外貿定期航路

１９８３（昭和５８）年 重要港湾に指定される

北関東自動車道の整備（平成２３年３月１９日に関越自動車道までの区間が開通）により、常陸
那珂ICから栃木県宇都宮市までは約１時間、群馬県高崎市までは約１時間３０分で行くことができ
ます。
最新鋭の海上コンテナターミナルを有する茨城港（常陸那珂港区）は、栃木県を経て群馬県に

至る北関東自動車道整備と併せ、東西方向の新しい物流ルートを形成し、北関東を中心とした首
都圏における物流の合理化再編と発展に大きく貢献していくものと期待されています。

１９８３（昭和５８）年 重要港湾に指定される

１９９２（平成４ ）年 東防波堤１号函据付

１９８９（平成元）年 作業基地整備着工

１９９３（平成５）年 北ふ頭地区着工

１９９８（平成１０）年 北ふ頭地区内貿バース供用開始
第１船入港
北防波堤工事着工

２０００（平成１２）年 北ふ頭地区外貿バース供用開始

昭和６２年 平成６年８月

（平成 ）年 北ふ頭地区外貿 ス供用開始

２００１（平成１３）年 中央ふ頭地区本格着工
関税法に基づく開港となる

２００３（平成１５）年 常陸那珂火力発電所本格稼働開始

２００６（平成１８）年 中央ふ頭耐震強化岸壁(-7.5m)供用開始

２００８（平成２０）年 県北３港（日立港・常陸那珂港・大洗港）が統
合し茨城港となる

２００９（平成２１）年 中央ふ頭地区岸壁(-9m)供用開始

■常陸那珂港区の港湾空間の規模（平成１９年５月）

■入港船舶隻数（平成２１年）

港湾区域 ２，２３２ha

臨港地区 ３４０ha

９７９隻平成１０年１２月 常陸那珂港供用開始
現在の北ふ頭地区

品目別構成輸移出入構成

●内貿定期航路

２０１０（平成２２）年 重点港湾に指定される
２０１１（平成２３）年 北九州航路を日立港区からシフト

品目別構成輸移出入構成

港湾貨物取扱量の推移

●茨城港は物流コストの削減とともにCO２削減も期待できます。

北関東自動車道路をはじめ、格

段に良くなる道路網により、茨城

北関東
自動車道等で
陸上輸送

25,236
26 000

TEU

コ
ン
テ
ナ
貨
物
取
扱
量

取
扱
貨
物
量
（ｔ)

港「常陸那珂港区」を利用した場

合、北関東地域からの所要時間・

走行距離の短縮・環境負荷の低

減及びコストの削減が期待できま

す。

陸上輸送

従来の
陸上輸送
ルート

削減率

約６５％

削減率

約２０％

8,007

13,803

16,828

14,074

16,78516,184

19,440 18,980

6,000
8,000

10,000
12,000
14,000
16,000
18,000
20,000
22,000
24,000
26,000

外貿 内貿

国土交通省 関東地方整備局 鹿島港湾・空港整備事務所

TEL：０２９９－８４－７７１１ FAX：０２９９－８２－１６７３

http://www.pa.ktr.mlit.go.jp/kashima/

削減率

約４０％

削減率

約４５％

2,980

0
2,000
4,000

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21



●船舶の荷役が行いやすい静穏な港にするため、東防波堤の完成に向けて上部工（計画６，０００ｍの内５，４００ｍ）を実施します。

平成２３年度の整備概要

平成２３年度事業概要

常陸那珂港区

茨城港

南ふ頭地区

中央ふ頭地区

南ふ頭地区

東防波堤の整備

北ふ頭地区

平成２３年度
直轄事業費

１．５億円
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